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―これからの地方住宅地の提案― 
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From now on local residential area in proportion to the population decline, can be predicted that the 
vacancy rate is also going up. Now people who live in the previous local residential area I suggest building for 
going to spend at that location until the moment.  
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１． はじめに 
 
私は、研究のテーマを考える際、自分の身近なところ
に焦点を当ててみた。今まで私が住んでいる住宅が、こ
れから先、自分が地元に戻らない場合、どのようになっ
てしまうのか。そして、住宅の研究を行ううちに、現在
自分と同じような境遇の若者や住宅が多く存在するとい
うことを知り、現在問題となっている住宅地の空き家化
の問題について取り組もうと考えた。 
空き家が増え続ける今、地方住宅地に住む家族がこれか
ら先、その住宅地に住み続けるためには、どのような建
築が必要なのであろうか。 
 
２． 論文概要 
 
2015年現在、日本の空き家率は平均 13％となっており、
このままの状態が続くと、2023年には 21％までになると
予測されている。県や市で様々な対策を講じているが、
以前として解決されていないのが現状である。人口も減
少している今、地方に人が集まることは少ないと考えら
れ、これからも空き家が増加していくこと明白だ。 
空き家が増え続ける住宅地には、高齢者が住み虫食い
状の住宅地では孤独になる人も出てくるだろう。 
そこで、今回、空き家が増え続ける地方都市において、
そこに住む人々が最期まで住まい続けられる住宅地の提
案を行う。 
 
 
３． 日本の住宅地 
 
（１）住宅地のはじまり 
日本では戦前期の沿線開発によって郊外住宅地が形成
された。その後、高度計税成長期には、木造民営賃貸共
同住宅、現在では木密地区と、郊外に向けての住宅地開
発が行われた。その後、無秩序に住宅地開発は拡大し、
低湿小規模戸建住宅地や公団住宅、戸建て住宅地からな
る郊外住宅地が形成された。 
（２）住宅地の現在 
高度経済成長期に開発された郊外住宅地（ニュータウ
ン）は、現在若い世代の人口流出によって、高齢化が進
み、空き家も増え、町自体の老朽化が進んでいる。 
 
４． 空き家の種類 
 
空き家のタイプ分けをここでは、千葉大学 小林秀樹教
授の「縮小社会における都市・家族・住まいのゆくえ」
より行っていく。 
 
・愛着型空き家（推定 4割） 
親の家の相続等により、複数住宅を所有。愛着の強
さ、仏壇の存在、盆正月の利用から売却や賃貸はし
ない。増加傾向。 
 
・帰宅型空き家（推定 4割） 
一時的に転勤、あるいは高齢者が老人ホームに入居、
長期入院、子供帯同居等で発生。帰る家として保持
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するため、売却などの意思は弱い。 
 
・放置型空き家（推定 2割） 
売却や賃貸の意思はあるが、建物が老朽化して需要
がない。または、相続税のため更地にできず放置し
てしまっている。 
 図 1甲府市内の放置型空き家 
 
空き家問題として挙げられる、防災性・防犯性の低下や
風景・景観の悪化は放置型空き家によるものだと考えら
れる。しかし、帰宅型空き家も今後、放置型になる可能
性を秘めているため、放置型空き家化を防ぐ対策が必要
と考える。 
 
５． 計画 
（１）敷地概要 
所在地：山梨県甲府市山宮町 山宮団地 
 敷地面積：約 78200㎡ 
 住戸数：209戸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 山宮団地と甲府駅 
 
高度経済成長期である昭和 44 年に山梨県住宅供給公社
によって開発された戸建団地である。甲府駅から 5km圏
内にあり、主な移動手段は自動車である。バス停は 500m
圏内にあるが、高低差約 10～20mを歩いて降りなくては
ならず、高齢者にはきつい道のりとなっている。 
 
 
図 3 山宮団地スケッチ 
 
（２）設計コンセプト 
虫食い状になってしまう空き家によっておこる、住宅
地内の孤立を防ぐため、住宅地内に核となる建築を設計
し、そこに人を呼び込み、敷地内の住宅の管理・運用を
自治体で行えるようにする。 
そのために、交通の制限・空き家の所有者の確認後空き
家の解体・緑地化を行っていく。 
図 4 計画範囲      図 5 交通の規制 
 
（３）形態 
 プログラムとなる移動式の市場・地域の集会場・図書
館・空き家バンク受付・インフォメーションセンター・
カフェ・クリニック・コンビニが入る建物はすべて建て
替え、住居部分は現存の建物をリノベーションし、既存
の住宅を繋げるように共有空間を設計していく。 
 
 
 
 
 
 
  
 住居部分の共有部 
図 6 住居部分ダイアグラム 
 
６． おわりに 
これからも地方住宅地で増え続ける空き家。その住宅
という人がいなくなったハコではなく、まだそこに住ん
でいる住民がこれからも快適に過ごしていけることをこ
れからは考えていくべきではないだろうか。 
人が少なくなっていき、高齢化も進んでいくなか、本
計画がこれからの地方住宅地の指針となることを願って
いる。 
甲府駅 
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